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能
登
は
祭
り
が
好
き
だ
。
能
登
半
島

は
「
祭
り
の
宝
庫
」
と
い
わ
れ
る
。
夏

に
な
る
と
「
キ
リ
コ
祭
り
」
が
各
地
で

行
な
わ
れ
る
。
半
島
は
海
に
囲
ま
れ
て

お
り
、“
半
漁
半
農
”
の
生
活
の
た
め
、

豊
漁
祈
願
、
豊
作
祈
願
の
両
方
が
あ
る

か
ら
で
あ
ろ
う
か
？　

海
の
彼
方
か
ら

来
る
神
様
を
祀
り
航
海
安
全
祈
願
も
あ

る
。
と
に
か
く
、能
登
は
年
中
、「
祭
り
」

が
あ
る
。

江
戸
時
代
、
日
本
海
側
は
「
表
日
本
」

だ
っ
た
。
北
前
船
の
交
易
に
よ
っ
て
栄

え
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
能
登
の
北
前

船
主
た
ち
は
、
海
運
業
で
巨
万
の
富
を

築
き
、
寄
港
地
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
か
ら
の
物
資
を
、

日
本
海
か
ら
関
門
海
峡
を
経
て
大
坂
へ

運
ぶ
西
廻
り
航
路
が
栄
え
、
日
本
海
側

に
物
や
情
報
が
集
積
し
て
い
た
か
ら
、

「
表
」
と
呼
ぶ
に
相
応
し
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
う
し
た
富
が
祭
り
を
発
展
さ

せ
た
。

大
陸
か
ら
も
、
文
化
が
入
っ
て
き
た
。

能
登
は
奈
良
、
平
安
時
代
に
か
け
て
、

中
国
東
北
部
に
あ
っ
た
渤
海
と
交
易
が

あ
っ
た
。
漆
や
発
酵
技
術
も
大
陸
か
ら

の
伝
来
だ
。

能
登
の
風
土
記
は
、
歴
史
も
面
白
い
。

北
前
船
や
古
代
中
国
と
の
交
流
が
今
日

の
能
登
文
化
を
作
っ
て
い
る
。
日
本
海

に
突
き
出
た
半
島
と
い
う
ジ
オ
（
大
地

―
地
形
）
の
所
産
だ
。

も
う
一
つ
特
徴
的
な
こ
と
は
、
里
山
・

里
海
の
地
域
で
あ
り
、
森
林
、
た
め
池
、

水
田
、
川
、
海
辺
な
ど
が
つ
な
が
り
、

多
種
多
様
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

る
。
人
々
は
豊
か
な
自
然
と
共
生
し
て

暮
ら
し
て
き
た
。
半
漁
半
農
の
営
み
が

こ
こ
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
農
林
水
産
業
を
営
む
こ
と
か
ら
、
農

耕
儀
礼
や
祭
礼
と
い
う
独
自
の
文
化
が

育
ま
れ
て
き
た
。
祭
り
が
多
い
背
景
だ
。

こ
う
し
た
地
域
固
有
の
文
化
や
景

観
、
人
々
の
営
み
、
生
物
多
様
性
が
評

価
さ
れ
、
２
０
１
１
年
、
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
か
ら
「
世
界
農
業

遺
産
」（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
）
に
認
定
さ
れ
た

（
国
内
初
認
定
、
佐
渡
島
と
同
時
）。
シ

ス
テ
ム
名
は
「
能
登
の
里
山
里
海
」。
認

定
地
域
は
能
登
地
域
４
市
５
町
（
奥
能

登
の
輪
島
市
、
珠す

ず洲
市
、
穴
水
町
、
能

棚
田
の
美
し
い
景
観
が
モ
テ
て
い
る
。
高
米
価
で
は
な
く
、
外
部
経
済
（
多
面
的
機
能
）
へ
の
報
酬
で
支
え
ら

れ
て
棚
田
が
元
気
だ
。
ま
た
、
農
協
が
自
ら
の
販
売
を
減
ら
す
減
農
薬
、
自
然
栽
培
を
推
進
し
て
い
る
。
世
界

農
業
遺
産
認
定
と
共
に
、
能
登
に
は
新
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
は
激
し
い
。
な
ぜ
か
。

人
と
生
物
多
様
性
が
共
存
す
る
里
山
里
海

農
協
が
売
上
減
を
招
く
農
薬
減
を
推
進
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人
と
自
然
が
共
存
す
る
里
山
里
海

1

登
町
、
中
能
登
の
七
尾
市
、
羽は
く
い咋
市
、

志
賀
町
、
中
能
登
町
、
宝ほ
う
だ
つ
し
み
ず

達
志
水
町
）、

面
積
１
９
７
８
㎢
、人
口
約
18
万
人
（
２

０
２
０
国
勢
調
査
）。

認
定
の
背
景
に
は
、
２
０
１
０
年
、

愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
生

物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
に
お
い
て
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
推
進

が
採
択
さ
れ
る
な
ど
、
近
年
の
「
里
山
」

に
関
す
る
国
際
社
会
の
関
心
の
高
ま
り

が
あ
っ
た
。

能
登
半
島
は
世
界
農
業
遺
産
“
国
内

初
”
で
あ
る
。
認
定
後
、
も
う
10
年
余

り
経
つ
。
し
か
し
、
人
口
減
少
は
激
し

い
（
後
述
表
２
参
照
）。
能
登
は
各
地
域

と
も
、
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

し
か
る
に
、
人
口
減
少
は
激
し
い
。
世
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展
途
上
国
”向
け
の
も
の
で
あ
る
が
、「
先

進
国
仕
様
」
を
設
計
で
き
な
い
か
。
地

域
振
興
が
目
的
で
は
な
い
と
開
き
直
っ

て
は
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は
終
わ
る
。
そ
ろ

そ
ろ
、
こ
う
し
た
問
題
も
考
え
る
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
後

述
第
６
節
参
照
）。

界
農
業
遺
産
は
地
域
振
興
の
効
果
が
小

さ
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
能
登
半
島

に
限
ら
ず
、
全
国
11
の
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
認

定
地
域
に
共
通
す
る
こ
と
だ
。
な
ぜ
か
。

世
界
農
業
遺
産
認
定
は
地
域
振
興
に

貢
献
で
き
て
い
な
い
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
の

限
界
か
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は
も
と
も
と“
発

オ
ー
ナ
ー
会
員
は
年
会

費
を
払
い
（
１
万
～
５
万

円
）、
返
礼
と
し
て
、
マ

イ
田
ん
ぼ
が
持
て
る
、
作

業
参
加
で
き
る
ほ
か
、
収

穫
米
を
５
～
20
㎏
も
ら
え

る
。
会
員
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
開
始
時
は
57
組
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
２
２

１
組
に
増
え
た
（
図
１
参

照
）。
９
割
は
継
続
会
員

で
あ
る
。

「
こ
の
棚
田
の
米
は
美
味

し
い
で
す
か
」。
愛
耕
会

代
表
の
小
本
隆
信
氏
に
尋

ね
た
。
愚
問
で
あ
っ
た
。

小
本
さ
ん
「
美
味
し
く
な

い
と
続
か
な
い
」。
継
続

会
員
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
一
度
会
員
に
な
る
と
、

止
め
る
人
が
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

白
米
千
枚
田
は
、
山
の

自
然
の
水
が
田
ん
ぼ
を
潤
し
て
い
る
、

夕
日
が
落
ち
る
場
所
に
あ
り
日
照
時
間

が
長
い
（
通
常
、
棚
田
は
山
の
中
に
あ

り
日
照
時
間
が
短
い
）。
土
は
珪
藻
土
で

あ
り
粘
り
気
が
あ
る
。
美
味
し
い
米
と

し
て
有
名
な
よ
う
だ
。

な
お
、栽
培
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
７

割
）
と
ノ
ト
ヒ
カ
リ
（
３
割
）。
農
薬
は

オ
ー
ナ
ー
制
で
支
え
る
棚
田
の
景
観

2能
登
半
島
の
シ
ン
ボ
ル
は
「
白し
ろ
よ
ね米

千

枚
田
」
の
棚
田
景
観
で
あ
ろ
う
。
輪
島

市
の
日
本
海
に
面
し
た
海
岸
地
区
に
あ

り
、
急
斜
面
に
小
さ
な
田
が
連
な
っ
て

い
て
、見
事
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
（
写

真
参
照
）。
農
水
省
に
よ
る「
棚
田
百
選
」

現
状
は
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
支
え

て
い
る
（
07
年
実
施
）。
耕
作
放
棄
が

進
む
中
、
地
区
の
有
志
に
よ
り
「
白
米

千
枚
田
愛
耕
会
」
が
組
織
さ
れ
、
オ
ー

ナ
ー
に
代
わ
り
棚
田
を
栽
培
管
理
し
て

い
る
。
愛
耕
会
の
人
た
ち
は
定
年
退
職

し
た
非
所
有
者
で
、
約
13
人
で
活
動
し

て
い
る
（
名
簿
上
は
25
人
）。
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出所：輪島市産業部観光課調べ。
注：�2022年度会員数 221組；オーナー163組（年2万円）、トラスト
25組（1万円）、企業13組（5万円）等。

図1：白米千枚田のオーナー会員数の推移

に
選
ば
れ
て
お
り
、
能
登
の
重
要
な
観

光
資
源
に
な
っ
て
い
る
。
農
水
省
に
よ

る
と
、「
傾
斜
が
急
な
ほ
ど
、
地
区
面

積
が
大
き
い
ほ
ど
、
棚
田
枚
数
が
多
い

ほ
ど
、
１
枚
の
面
積
は
小
さ
い
ほ
ど
…

…
」
優
れ
た
景
観
と
し
て
評
価
が
高
い
。

白
米
千
枚
田
は
、
小
さ
な
田
の
枚
数
が

１
０
０
４
枚
。
地
区
面
積
４
ha
、
傾
斜

度
25
％
。
観
光
客
数
は
年
間
６
１
１
万

人
に
上
る
（
２
０
１
９
年
）。

白
米
千
枚
田
は
、
江
戸
時
代
に
は
８

０
０
０
枚
、戦
後
の
昭
和
27
～
28
年
（
１

９
５
２
～
53
年
）
に
は
３
０
０
０
枚
あ

っ
た
が
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
高
齢
化

等
で
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
、
棚
田

の
荒
廃
が
進
ん
だ
。
景
観
の
維
持
も
困

難
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
や
基
金
を
設
立
し
、
棚
田
維

持
に
取
り
組
み
、
現
在
は
１
０
０
４
枚

に
整
備
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０
１
年
、

国
の
名
勝
指
定
）。

写真1：能登半島の棚田（白米千枚田、輪島市）
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能
登
半
島
の
も
う
一
つ
の
資
源
は
海

で
あ
る
。
珠
洲
市
に
は
５
０
０
年
前
か

ら
の
塩
づ
く
り
技
術
、
揚
げ
浜
式
塩
田

が
今
も
残
っ
て
い
る
。「
道
の
駅
す
ず
塩

田
村
」「
㈱
奥
能
登
塩
田
村
」
を
訪
ね

た
（
１
９
９
５
年
建
設
、
珠
洲
市
清
水

町
）。
こ
こ
も
観
光
拠
点
で
あ
る
。
年
間

入
り
込
み
観
光
客
数
17
万
人
（
コ
ロ
ナ

前
）。
㈱
奥
能
登
塩
田
村
は
製
塩
事
業

者
で
あ
る
が
、
珠
洲
市
か
ら
「
道
の
駅
」

の
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、

道
の
駅
の
道
路
を
隔
て
た
隣
に
、
た
っ

た
１
軒
、
揚
げ
浜
式
塩
づ
く
り
で
５
０

０
年
間
続
く
「
角
花
家
」
が
あ
る
。

古
代
か
ら
、
塩
は
全
国
で
造
ら
れ
て

い
た
が
、
明
治
以
降
、
瀬
戸
内
の
大
規

模
な
塩
田
に
お
さ
れ
衰
退
の
一
途
を
た

ど
り
姿
を
消
し
た
。

能
登
半
島
の
塩
田
は
、
中
世
に
稼
働

し
、
江
戸
時
代
に
は
加
賀
藩
の
重
要
な

産
業
に
発
展
し
た
が
、１
９
０
５
年
（
明

治
５
年
）
の
塩
専
売
法
に
よ
り
、
塩
田

は
急
激
に
減
少
し
た
。
97
年
に
塩
専
売

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
塩

田
の
復
活
が
相
次
い
だ
が
、
揚
げ
浜
式

製
塩
は
全
国
で
唯
一
、
当
地
だ
け
で
あ

る
。
角
花
家
を
中
心
に
保
存
会
が
結
成

さ
れ
、
そ
の
技
術
を
今
日
に
伝
え
て
き

た
の
で
あ
る
。

現
在
、
外
浦
に
は
製
塩
会
社
が
８
社

あ
る
が
、
う
ち
３
～
４
社
が
揚
げ
浜
式

で
あ
る
（
他
は
流
下
式
４
～
５
社
）。
伝

統
的
な
茅
葺
屋
根
の
釜
屋
な
ど
が
展
開

し
、
貴
重
な
景
観
と
な
っ
て
い
る
（
流

注
：�

筆
者
は
若
い
こ
ろ
（
１
９
８
０
年
代
）、

農
業
は
先
進
国
型
産
業
と
い
う
命
題
を

提
唱
し
、
全
国
一
律
の
高
米
価
を
守
る
食

管
制
度
を
批
判
、
農
業
へ
の
市
場
原
理

導
入
を
主
張
し
た
。
農
業
団
体
、
農
業

経
済
学
者
か
ら
は
批
判
を
浴
び
た
。「
市

場
原
理
を
導
入
す
る
と
、
小
零
細
・
高

コ
ス
ト
の
棚
田
は
つ
ぶ
れ
る
。
お
前
は
美

し
い
景
観
で
地
域
に
役
立
っ
て
い
る
能
登

の
棚
田
を
つ
ぶ
す
の
か
」と
批
判
さ
れ
た
。

私
は
、“
全
国
一
律
”
の
米
価
で
守
ろ

う
と
す
る
と
弊
害
が
大
き
い
の
で
、
地

塩
の
仕
事
、涙
出
る
ほ
ど
う
れ
し
い

3

観
光
客
相
手
だ
か
ら
使
え
な
い
。
慣
行

栽
培
の
５
分
の
１
と
少
な
い
。
化
学
肥

料
は
使
っ
て
い
る
。

補
助
金
９
０
０
万
円
で�

売
上
６
億
円

こ
の
棚
田
、
白
米
千
枚
田
の
成
功
に

は
大
き
な
教
訓
が
あ
る
。
筆
者
は
40
年

前
の
農
政
論
争
を
思
い
出
す
。

千
枚
田
の
保
全
に
は
、
輪
島
市
か
ら

補
助
金
が
出
て
い
る
。
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
「
景
勝
保

全
」
費
用
４
０
０
万
円
。
冬
場
の
観
光

誘
客
を
図
る
た
め
千
枚
田
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
す
る
費
用
「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」

５
０
０
万
円
。
計
９
０
０
万
円
。

一
方
、
白
米
千
枚
田
へ
の
入
り
込
み

観
光
客
数
は
、
オ
ー
ナ
ー
制
開
始
時

（
07
年
）
の
２
２
９
万
人
か
ら
、
あ
ぜ
の

き
ら
め
き
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
始
や
世
界

農
業
遺
産
認
定
の
11
年
に
は
４
２
１
万

人
へ
倍
増
、
さ
ら
に
増
加
を
続
け
19
年

に
は
６
１
１
万
人
に
達
し
た
（
ピ
ー
ク

は
15
年
６
７
５
万
人
）。
観
光
客
が
実

に
多
い
。

「
道
の
駅
千
枚
田
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」

内
に
あ
る
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
観
光
客
が

消
費
す
る
金
額
を
１
人
当
た
り
１
０
０

０
円
と
仮
定
し
試
算
す
る
と
、
こ
の
千

枚
田
で
の
観
光
客
の
消
費
額
は
６
億
円

で
あ
る
（
ち
ょ
っ
と
過
大
推
計
か
？
）。

９
０
０
万
円
の
補
助
金
支
出
で
、
６
億

円
の
観
光
消
費
を
引
き
出
し
て
い
る
。

市
は
そ
こ
か
ら
税
収
が
あ
る
。
輪
島
市

は
商
売
上
手
だ
。

白
米
千
枚
田
を
実
際
に
管
理
し
て
い

る
の
は
千
枚
田
愛
耕
会
の
人
た
ち
で
あ

る
。
彼
ら
に
は
、
日
当
８
０
０
０
円
の

労
働
費
が
出
る
。
景
勝
保
全
補
助
金
４

０
０
万
円
の
ほ
か
、
オ
ー
ナ
ー
会
員
の

会
費
約
４
０
０
万
円
等
が
充
て
ら
れ

る
。
千
枚
田
の
保
全
活
動
に
と
っ
て
は

い
い
財
源
で
あ
る
。

生
産
者
米
価
が
い
く
ら
高
く
て
も
、

米
価
で
棚
田
の
米
作
り
を
守
る
こ
と
は

無
理
で
あ
ろ
う
。
景
観
を
生
か
し
た
観

光
事
業
に
な
っ
て
い
る
か
ら
棚
田
は
守

ら
れ
て
い
る
（
普
通
の
生
産
所
得
を
試

算
す
る
と
、
千
枚
田
は
４
ha
、
コ
メ
収

穫
量
６
ｔ
で
あ
る
か
ら
、
市
場
価
格
60

㎏
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
と
仮
定
し

て
も
、
粗
収
入
１
５
０
万
円
で
あ
る
）。

白
米
千
枚
田
は
景
観
が
優
れ
て
い
る
た

め
守
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
食
管
制
度
が
な
く
な
る
と
、

効
率
の
悪
い
棚
田
は
つ
ぶ
れ
る
と
言
わ

れ
た
。
し
か
し
、
食
管
制
度
は
廃
止
さ

れ
た
が
（
１
９
９
５
年
）、
白
米
千
枚
田

は
残
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
美
し
い
景

観
が
観
光
資
源
と
な
り
、
外
部
経
済
効

果
を
発
揮
し
、
市
場
経
済
の
下
、
発
展

し
て
い
る
（
注
）。

域
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
米
価
で
は
な
く
、
地
域
で
補
助
金

を
出
せ
ば
い
い
と
応
酬
し
た
（
多
面
的

機
能
へ
の
報
酬
）。
美
し
い
景
観
が
観
光

客
を
呼
ぶ
と
い
う
外
部
経
済
効
果
が
大

き
い
の
で
あ
れ
ば
、
補
助
金
を
出
せ
ば

よ
い
と
い
う
の
が
近
代
経
済
学
の
答
え

だ
か
ら
だ
。

今
回
初
め
て
能
登
の
棚
田
を
訪
れ
、

棚
田
が
市
場
経
済
の
下
で
立
派
に
存
続

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
う
れ
し
か

っ
た
。
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農
協
が
自
然
栽
培
米
を
推
進

4

下
式
製
塩
は
１
９
５
０
年
代
に
普
及
し

た
新
し
い
技
術
で
、
す
だ
れ
を
使
っ
て

海
水
を
濃
縮
し
、「
か
ん
水
」
を
作
る

方
法
で
、
省
力
的
か
つ
稼
働
日
数
も
多

く
、
揚
げ
浜
式
よ
り
生
産
量
が
２
～
３

倍
も
多
く
な
る
。
釜
で
煮
詰
め
る
工
程

は
揚
げ
浜
式
に
同
じ
）。

日
本
海
に
面
し
た
外
浦
の
岩
礁
地
帯

の
わ
ず
か
な
平
坦
地
に
石
垣
を
築
き
、

そ
の
内
側
を
粘
土
で
固
め
た
上
に
砂
利

や
砂
を
撒
い
て
作
っ
た
塩
田
で
あ
る
。

揚
げ
浜
式
製
塩
は
、
海
か
ら
汲
ん
で
き

た
海
水
を
塩
田
に
撒
き
、
天
日
で
水
分

を
蒸
発
さ
せ
塩
分
の
濃
度
の
濃
い
「
か

ん
水
」
を
作
る
塩
浜
作
業
と
、
こ
れ
を

釜
で
煮
詰
め
て
塩
を
液
晶
化
さ
せ
る
釜

屋
作
業
か
ら
な
る
（
荒
焚
き
６
時
間
、

本
焚
き
16
時
間
）。
結
構
、
肉
体
労
働

の
よ
う
だ
。
徒
弟
関
係
の
下
、「
潮
汲
み

３
年
、
潮
撒
き
10
年
、
釜
焚
き
10
年
」

と
い
わ
れ
る
（
海
水
汲
み
は
今
は
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
）。
後
継
者
難
！

釜
で
煮
詰
め
る
本
焚
き
の
火
加
減

で
、
単
に
し
ょ
っ
ぱ
い
だ
け
の
塩
に
な

っ
た
り
、
旨
味
を
感
じ
る
塩
に
な
っ
た

り
す
る
。
本
焚
き
す
る
と
き
「
に
が
り
」

成
分
を
30
％
残
す
と
い
う
。
こ
れ
が
秘

訣
の
よ
う
だ
。
こ
の
火
加
減
と
タ
イ
ミ

ン
グ
は
自
分
で
体
験
し
な
い
と
身
に
つ

か
な
い
と
い
う
。
こ
の
工
程
が
一
番
の

職
人
技
の
世
界
だ
。

塩
を
作
る
親
方
「
浜は
ま
じ士
」
の
登と

や谷
良

一
さ
ん
に
よ
る
と
、
浜
士
に
よ
っ
て
塩

の
味
が
違
う
。
製
塩
作
業
は
過
酷
で
あ

る
が
、「
思
い
通
り
の
良
い
塩
が
で
き
た

と
き
は
、
涙
が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
い
」

と
い
う
。
取
締
役
で
あ
る
が
、
所
得
は

「
会
社
勤
め
の
女
の
子
よ
り
少
な
い
」。

「
仕
事
の
喜
び
」
は
カ
ネ
に
は
代
え
ら
れ

な
い
、
職
は
楽
し
く
な
い
と
ダ
メ
と
い

う
。
揚
げ
浜
式
塩
田
は
２
０
０
８
年
、

国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。
登
谷
さ
ん
「
励
み
に
な
る
。
こ

れ
が
な
い
と
、
良
い
塩
は
作
れ
な
い
」。

登
谷
さ
ん
（
１
９
４
７
年
生
）
は
、

珠
洲
市
生
ま
れ
、
珠
洲
の
学
校
を
卒
業

後
、
建
設
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
、
95

年
か
ら
塩
田
の
仕
事
に
就
い
た
。

能
登
は
里
山
も
良
い
取
り
組
み
が
多

い
。
自
分
の
売
上
高
の
減
少
に
結
び
つ

き
か
ね
な
い
農
薬
使
用
の
削
減
を
推
進

し
て
い
る
農
協
が
あ
る
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

に
認
定
さ
れ
た
能
登
に
は
新
し
い
風
が

吹
い
て
い
る
。

棚
田
の
営
農
継
続
を�

狙
っ
た
戦
略

穴
水
町
の
「
お
お
ぞ
ら
農
業
協
同
組

合
」
は
、
能
登
６
農
協
で
取
り
組
む
、

釜
焚
き
の
燃
料
に
は
大
量
の
薪
が
必

要
。
塩
田
村
の
背
後
は
コ
ナ
ラ
、
マ
ツ
、

ス
ギ
が
生
え
る
丘
陵
地
性
の
山
地
だ
。

ス
ギ
の
間
伐
が
薪
に
な
る
。
つ
ま
り
、

外
浦
の
当
地
は
、
里
海
（
海
水
）
と
里

山
（
薪
）
の
恵
み
が
あ
る
。

㈱
奥
能
登
塩
田
村
の
塩
生
産
量
は

５
・
６
ｔ
（
目
標
10
ｔ
）。
仁に

え江
海
岸
の

ほ
か
、
同
じ
珠
洲
市
大
谷
町
馬ま
つ
な
ぎ緤
海
岸

に
生
産
に
特
化
し
た
塩
田
を
持
っ
て
い

る
（
当
地
は
体
験
も
）。
大
谷
地
区
で

塩
分
を
濃
縮
し
た
「
か
ん
水
」
ま
で
製

造
し
、
そ
れ
を
当
地
で
煮
詰
め
て
製
品

化
し
て
い
る
。

両
地
区
で
従
業
者
は
製
塩
14
人
、
販

売
等
15
人
、
合
計
約
30
人
で
あ
る
。
売

上
高
１
億
２
０
０
０
万
円
。

農
薬
３
割
減
の
エ
コ
栽
培
の
「
能
登
米
」

の
ほ
か
、
棚
田
で
は
“
農
薬
５
割
減
”

の
特
別
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
３

農
協
）。
棚
田
米
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、“
営

農
継
続
”
を
狙
っ
た
戦
略
で
あ
る
。

こ
の
棚
田
米
は
加
算
金
が
あ
る
。
60

㎏
当
た
り
、
全
農
が
１
９
４
４
円
、
各

Ｊ
Ａ
が
２
１
６
０
円
、
合
計
４
１
０
４

円
加
算
さ
れ
る
（
Ｊ
Ａ
加
算
は
３
年
前

か
ら
）。
令
和
３
年
の
場
合
、
仮
渡
金

１
万
６
０
０
円
、
プ
ラ
ス
Ｊ
Ａ
加
算
２

１
６
０
円
、
12
月
に
全
農
分
１
９
４
４

円
が
加
算
さ
れ
、
１
万
４
７
０
４
円
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
仮
渡
金
に
38
％
も
加

算
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
果
で
あ

る
（
消
費
者
段
階
で
は
１
㎏
当
た
り
約

１
０
０
円
高
い
）。
な
お
、
棚
田
米
は
き

れ
い
な
山
の
水
が
田
に
降
り
て
く
る
の

で
、
甘
み
が
あ
っ
て
美
味
し
い
と
い
う
。

Ｊ
Ａ
お
お
ぞ
ら
営
農
部
の
浜
中
勝
則

部
長
の
話
に
よ
る
と
、「
通
常
、
棚
田
は

条
件
が
悪
く
、
一
番
先
に
放
棄
さ
れ
る

と
こ
ろ
だ
。
そ
こ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し

価
格
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
農

の
継
続
意
欲
を
高
め
よ
う
と
い
う
戦
略

で
あ
る
」。
先
に
「
売
上
の
減
少
に
結
び

つ
き
か
ね
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
営
農

意
欲
が
高
ま
れ
ば
、
コ
メ
供
給
の
減
少

を
抑
制
し
、
売
上
高
の
維
持
に
つ
な
が

ろ
う
。
加
算
の
“
動
機
”
が
興
味
深
い
。

な
お
、
こ
の
加
算
金
（
全
農
１
９
４

４
円
）
は
、
卸
が
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

佐
渡
米
の
加
算
金
（
１
５
０
０
円
）
は

卸
が
認
め
な
い
取
引
も
あ
り
、
プ
ー
ル

計
算
で
農
家
の
受
け
取
り
は
６
０
０
円

で
あ
る
が
（
６
割
は
Ｏ
Ｋ
し
な
い
）、
能

登
の
場
合
、
加
算
金
は
全
額
受
け
取
れ

る
。
佐
渡
は
量
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

現
在
、
エ
コ
栽
培
の
「
能
登
米
」
は

６
農
協
で
15
万
俵
、
農
薬
５
割
減
（
特

別
栽
培
）
の
「
棚
田
米
」
は
80�

ha
、
２

５
０
ｔ
（
４
１
６
６
俵
）
で
あ
る
。
棚
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登
町
「
あ
ば
れ
祭
」
が
賑
や
か
だ
っ
た

と
話
題
し
き
り
。
能
登
の
夏
の
始
ま
り

能
登
は
祭
り
が
多
い
。
筆
者
が
７
月

初
旬
に
訪
問
し
た
と
き
も
、
先
週
の
能

キ
リ
コ
祭
り
の
季
節

5

田
米
を
増
や
し
た
い
が
（
パ
ル
シ
ス
テ

ム
な
ど
卸
か
ら
の
要
望
も
強
い
）、
棚
田

は
面
積
に
制
約
が
あ
り
、
ま
た
高
齢
化

も
あ
っ
て
、
増
や
せ
な
い
。
減
少
を
抑

制
す
る
程
度
だ
。

米
価
が
下
落
傾
向
に
あ
る
の
で
、
加

算
金
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
面
も
あ

る
。
付
加
価
値
を
求
め
て
５
割
減
農
薬

の
推
進
で
あ
る
。
市
場
原
理
（
過
剰
供

給
→
米
価
下
落
）
が
、
農
協
を
農
薬
使

用
削
減
へ
動
か
し
て
い
る
。

無
農
薬
の
自
然
栽
培
で�

消
費
者
志
向

農
協
は
農
薬
・
肥
料
を
売
る
の
が
仕

事
で
あ
る
が
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使

わ
な
い
栽
培
を
推
進
し
て
い
る
農
協
が

あ
る
。

２
０
１
７
年
７
月
、「
道
の
駅
の
と
千

里
浜
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
（
羽
咋
市
千ち

里り
は
ま浜
町
）。羽
咋
市
初
の
道
の
駅
で
あ
る
。

道
の
駅
と
し
て
は
後
発
の
新
規
参
入
で

あ
り
、
特
徴
あ
る
も
の
に
し
な
い
と
成

功
し
な
い
。
そ
こ
で
、
15
年
か
ら
駅
の

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
た
野
間
仁

さ
ん
（
後
に
駅
長
、
㈱
東
芝
出
身
）
は

二
つ
の
テ
ー
マ
を
考
え
た
。
一
つ
は「
自

然
栽
培
米
」、
も
う
一
つ
は
「
イ
ノ
シ
シ

肉
」
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
で
製
品
差
別

を
図
る
戦
略
で
あ
る
。

羽
咋
市
で
は
10
年
か
ら
自
然
栽
培
が

始
ま
り
、
13
年
に
行
政
と
Ｊ
Ａ
の
共
催

で
、
自
然
栽
培
を
志
す
「
の
と
里
山
農

業
塾
」
が
発
足
し
、
全
国
か
ら
塾
生
を

受
け
入
れ
て
い
た
。
毎
年
、
県
内
外
か

ら
数
十
名
の
塾
生
が
参
加
し
て
い
る
。

肥
料
・
農
薬
を
販
売
す
る
Ｊ
Ａ
が
、
自

然
栽
培
を
推
進
し
て
い
る
訳
だ
。
当
時

の
Ｊ
Ａ
は
く
い
の
組
合
長
自
身
が
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
し
た
も
の
だ
。

野
間
さ
ん
の
自
然
栽
培
米
へ
の
取
り

組
み
は
総
合
的
戦
略
で
あ
る
。
自
然
栽

培
の
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
す
る
こ

と
で
他
の
道
の
駅
や
直
売
所
に
は
な
い

魅
力
を
高
め
、
消
費
者
を
道
の
駅
に
呼

び
込
む
た
め
だ
け
で
は
な
く
（
製
品
差

別
化
）、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
憧
れ
る
都
会

人
に
来
て
も
ら
っ
て
自
然
栽
培
に
就
農

し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
を
自
然
栽
培
農
業
の
担
い
手
に
期
待

し
た
訳
だ
。
人
口
減
少
が
続
く
農
村
の

現
実
を
考
え
た
戦
略
で
あ
る
。
発
想
が

い
い
。

現
在
、
自
然
栽
培
農
家
は
38
人
、
う

ち
14
戸
が
米
を
作
っ
て
い
る
。
自
然
栽

培
米
の
面
積
は
15
・
４
ha
、
供
給
量
30

ｔ
。
羽
咋
市
の
水
田
面
積
は
２
０
０
０

ha
（
作
付
１
２
８
０
ha
）、
約
１
％
が
自

然
栽
培
米
で
あ
る
。
農
家
価
格
は
60
㎏

３
万
円
と
高
い
（
慣
行
栽
培
の
米
は
１

万
円
強
）。
道
の
駅
で
の
消
費
者
価
格
は

１
㎏
１
０
０
０
円
。

こ
の
地
域
は
、
も
う
一
つ
ブ
ラ
ン
ド

米
が
あ
る
。「
神
子
原
米
」
だ
。
羽
咋

市
神み
こ
は
ら

子
原
地
区
は
県
内
最
大
級
の
棚
田

地
帯
で
、
人
口
減
少
が
激
し
い
限
界
集

落
で
あ
る
。
05
年
、
市
役
所
職
員
が
ロ

ー
マ
教
皇
に
「
神
子
原
米
」
を
献
上
し

て
一
躍
有
名
に
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し

た
（
地
区
の
名
前
が
い
い
）。
標
高
が
高

く
、
南
向
き
、
日
照
時
間
が
長
い
地
域

で
あ
る
。
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

豊
富
な
雪
解
け
水
の
清
流
が
流
れ
る
山

間
地
の
棚
田
で
丁
寧
に
作
ら
れ
て
お

り
、
美
味
し
い
よ
う
だ
。

神
子
原
米
は
、
特
別
栽
培
で
は
な
い

が
、
独
自
規
格
の
エ
コ
栽
培
で
あ
る
。

栽
培
面
積
は
１
１
０
ha
、
10
ａ
当
た
り

単
収
は
７
俵
（
こ
の
地
域
の
慣
行
栽
培

は
８
俵
、
な
お
自
然
栽
培
は
３
俵
）。
ブ

ラ
ン
ド
化
の
効
果
で
価
格
は
高
い
。
Ｊ

Ａ
に
は
卸
さ
ず
、
直
売
所
等
で
売
っ
て

い
る
。
農
家
価
格
は
60
㎏
当
た
り
２
万

１
０
０
０
円
、
消
費
者
価
格
は
１
㎏
１

０
０
０
円
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
過
疎
高
齢
化
に

悩
む
神
子
原
地
区
の
地
域
振
興
の
起
爆

剤
に
な
っ
た
。
神
子
原
米
で
お
酒
、
酢
、

米
菓
、
か
り
ん
と
う
な
ど
加
工
品
を
造

っ
た
り
、
直
売
所
「
神
子
の
里
」
を
設

置
し
（
参
加
者
約
１
０
０
人
、
従
業
員

10
人
、
売
上
８
５
０
０
万
円
）、
雇
用
を

創
出
、
過
疎
化
抑
制
に
効
い
た
。
確
か

に
そ
の
効
果
で
雇
用
創
出
、
所
得
創
出

は
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
抑
制
は
一
過
性

で
、
人
口
減
少
は
続
い
て
い
る
（
表
１

参
照
）。
農
産
品
の
振
興
だ
け
で
は
農

村
居
住
人
口
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い

よ
う
だ
。

羽咋市神子原地区 羽咋郡宝達志水町

人口  増減率 人口  増減率

2000 381   　　… 15,891 -3.2 

2005 343 -10.0 15,236 -4.1 

2010 323 -5.8 14,277 -6.3 

2015 287 -11.1 13,174 -7.7 

2020 234 -18.5 12,121 -8.0 
2000～20 
増減率 -38.6 -23.7 

表1：羽咋市神子原地区の人口推移� （単位：人、%）

出所：国勢調査（小地域集計）による。
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エ
ピ
ロ
ー
グ

6

で
あ
る
。
７
月
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け

て
、“
集
落
”
ご
と
に
祭
り
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。

輪
島
市
の
「
キ
リ
コ
会
館
」
で
は
、

通
年
、「
御ご
じ
ん
じ
ょ
だ
い
こ

陣
乗
太
鼓
」
の
実
演
が
見

ら
れ
る
（
カ
レ
ン
ダ
ー
に
実
演
日
程
が

記
さ
れ
て
あ
る
）。
夜
、
数
分
遅
刻
し
て

実
演
会
場
に
行
っ
た
が（
解
説
聞
か
ず
）、

凄
ま
じ
い
舞
で
あ
る
。
鬼
が
怒
り
狂
っ

た
よ
う
に
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
。「
何
で

怒
っ
て
い
る
の
か
」（
何
に
対
し
て
怒
っ

て
い
る
の
か
）、
小
さ
な
子
供
に
聞
い
て

み
た
い
と
思
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
（
純
真

な
彼
ら
は
何
を
思
う
で
あ
ろ
う
か
、
想

像
力
を
試
し
た
い
）。

祭
り
好
き
の
能
登
で
も
「
キ
リ
コ
祭

り
」
は
白
眉
と
い
わ
れ
る
。
神み
こ
し輿

を
お

供
し
て
道
中
を
照
ら
し
、
神
様
を
お
守

り
し
な
が
ら
漂
い
、
乱
舞
し
な
が
ら
町

内
を
練
り
回
る
祭
り
だ
。
い
ま
生
活
で

き
て
い
る
の
は
神
様
か
ら
の
賜
り
物
で

あ
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
灯
明
を
「
奉

る
」。
キ
リ
コ
（
切き
り
こ
と
う
ろ
う

子
灯
篭
の
略
称
）
は

神
輿
の
足
元
を
照
ら
す
御
神
燈
で
あ

る
。集

落
に
神
社
が
あ
る
。
集
落
に
よ
っ

て
、
大
漁
祈
願
で
あ
っ
た
り
、
五
穀
豊

穣
で
あ
っ
た
り
、
火
を
鎮
め
る
神
へ
の

神
事
で
あ
っ
た
り
す
る
。
何

の
神
を
奉
る
か
は
集
落
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
灯
篭
が
登

場
す
る
祭
り
を
総
称
し
て

「
キ
リ
コ
祭
り
」
と
言
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
数
が
多
い
。

キ
リ
コ
祭
り
は
能
登
の
人
た

ち
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
宝

で
あ
る
。
な
お
、
集
落
の
競

い
合
い
が
キ
リ
コ
祭
り
が
多

数
集
落
に
残
っ
て
い
る
も
う

一
つ
の
理
由
で
あ
る
。

キ
リ
コ
祭
り
は
江
戸
時
代

に
遡
る
が
、
今
で
も
１
８
０

地
区
で
見
ら
れ
、
保
存
数
は

８
０
０
基
以
上
あ
る
。
能
登

一
円
で
、
７
月
か
ら
秋
ま
で

続
く
。
こ
の
期
間
、
能
登
を
旅
す
れ
ば
、

必
ず
キ
リ
コ
祭
り
に
巡
り
合
え
る
よ
う

だ
。集

落
が
競
い
合
う
結
果
、
キ
リ
コ
は

巨
大
化
し
て
い
っ
た
（
高
さ
15
ｍ
も
。

キ
リ
コ
が
主
役
、
神
輿
が
脇
役
と
主
従

逆
転
の
感
あ
り
）。
漆
塗
り
の
１
基
１
０

０
０
万
円
も
す
る
豪
華
な
も
の
も
あ

る
。
大
き
い
の
は
１
０
０
人
で
１
基
、

６
基
出
す
と
６
０
０
人
の
担
ぎ
人
が
必

要
だ
。
普
段
は
町
に
居
な
く
て
も
、
祭

り
に
合
わ
せ
て
、
週
末
、
都
会
か
ら
帰

省
す
る
。

海
が
あ
っ
た
か
ら
、
文
化
が
入
っ
て

き
た
。
能
登
は
８
～
10
世
紀
、
奈
良
、

平
安
時
代
に
か
け
て
、
中
国
東
北
部
に

あ
っ
た
渤
海
と
交
易
が
あ
り（
福
浦
港
）、

大
陸
の
文
化
が
入
っ
て
い
た
。
キ
リ
コ

祭
り
も
、
同
じ
日
本
海
側
、
秋
田
、
青

能
登
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
に

向
け
、
い
い
取
り
組
み
が
多
い
。
上
記

の
各
地
域
単
位
の
取
り
組
み
の
ほ
か
に

も
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
支
援
（
い
し
か
わ
里
山

振
興
フ
ァ
ン
ド
１
８
０
億
円
）
や
、
能

登
地
域
へ
の
農
業
参
入
へ
の
促
進
（
い

し
か
わ
農
業
参
入
支
援
フ
ァ
ン
ド
２
０

０
億
円
）
な
ど
、
県
が
金
融
機
関
と
共

森
の
ね
ぶ
た
祭
と
同
様
、
大
陸
の
影
響

を
受
け
た
も
の
だ
。
ま
た
、
江
戸
時
代

に
は
、
北
前
船
の
港
と
し
て
、
半
島
沿

岸
の
良
港
は
賑
わ
っ
た
（
特
に
輪
島
）。

交
易
に
よ
っ
て
財
を
成
し
た
人
た
ち
が
、

キ
リ
コ
を
豪
華
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。

北
前
船
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う

だ
。
重
要
無
形
文
化
財
の「
輪
島
塗
」も
、

北
前
船
の
寄
港
地
を
利
用
し
て
、
西
は

福
岡
か
ら
北
は
エ
ト
ロ
フ
ま
で
広
範
に

わ
た
り
販
路
を
拡
大
し
た
か
ら
発
展
し

た
と
い
わ
れ
る
。

能
登
半
島
の
風
土
記
は
、
北
前
船
や

大
陸
と
の
交
流
が
創
っ
て
き
た
。
当
時

は
日
本
列
島
の
「
表
日
本
」
だ
っ
た
。

北
陸
が
「
裏
日
本
」
に
な
っ
た
の
は
近

世
で
あ
る
。
キ
リ
コ
祭
り
は
単
な
る
郷

愁
か
、「
表
」
へ
の
復
活
に
つ
な
が
る
で

あ
ろ
う
か
。

同
し
て
基
金
を
作
っ
て
里
山
里
海
の
地

域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。“
担
い
手

育
成
”
や
“
商
品
開
発
”
と
い
う
発
想

が
い
い
。

し
か
し
、
能
登
地
域
の
人
口
減
少
は

激
し
い
。
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
奥
能

登
（
２
市
２
町
）
の
人
口
は
こ
の
60
年

間
で
半
分
以
下
に
な
っ
た（
59
％
減
少
）。

２
０
０
０
年
代
を
５
年
間
隔
で
見
て

写真2：荘厳な装飾のキリコ（輪島キリコ会館陳列）
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も
、
６
・
８
％
減
、
９
・
３
％
減
、
９
・

６
％
減
、
10
・
４
％
減
と
、
む
し
ろ
マ

イ
ナ
ス
が
加
速
し
て
い
る（
国
勢
調
査
）。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
あ
る
い
は
「
次
世
代

へ
の
継
承
」
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、

過
疎
化
し
て
い
る
地
方
に
と
っ
て
は
人

口
減
少
の
抑
制
こ
そ
大
き
な
課
題
で
あ

る
。能

登
は
い
い
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

塩
田
村
、
白
米
千
枚
田
、
ワ
イ
ン
造
り
、

棚
田
米
加
算
、
神
子
原
米
ブ
ラ
ン
ド
化
、

等
々
。そ
れ
で
も
、人
口
減
少
は
激
し
い
。

な
ぜ
か
。
米
、
塩
…
…
伝
統
的
商
品
群
。

こ
こ
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
生
懸
命
や
っ
て
も
、
人
口
流
出
を
止

め
切
れ
な
い
。
恐
ろ
し
い
時
代
だ
と
い

う
認
識
を
持
っ
た
方
が
い
い
。

子
供
た
ち
は
世
界
に
羽
ば
た
き
た
い

（
人
間
の
本
性
）。
子
供
た
ち
の
夢
、
将

来
何
に
な
り
た
い
か
。
少
年
少
女
の
夢

は
大
き
い
。
ま
た
、
昔
と
は
夢
の
対
象

も
違
っ
て
い
る
。
伝
統
的
商
品
の
世
界

で
は
羽
を
広
げ
る
場
が
少
な
い
よ
う
に

思
え
る
。
時
代
の
変
化
。
そ
こ
ら
辺
に

原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｈ
Ｓ
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
遺
産
保
全
）
は

こ
の
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
各
地
を
回
っ

て
た
ど
り
着
い
た
問
題
意
識
で
あ
る
。

都
市
部
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
発
展

し
、
技
術
進
歩
を
受
け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

自
己
実
現
を
目
指
し
、
人
が
集
ま
る
の

で
は
な
い
か
。

表
３
に
見
る
よ
う
に
、
人
口
集
中
地

区
（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）
比
率
が
高
い
地
域
（
つ

ま
り
都
市
的
地
域
）
は
人
口
減
少
が
小

さ
い
。
逆
も
ま
た
真
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
的
特
徴
が
あ
る
地
域
ほ
ど
、

人
口
減
少
が
み
ら
れ
る
（
半
島
の
先
端

に
あ
る
奥
能
登
は
伝
統
的
な
農
林
水
産

業
が
多
く
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
的
特
徴
が
強
い

た
め
、
人
口
減
少
率
が
大
き
い
）。

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
が
進
ん
で
い
る
の

は
先
進
国
で
あ
る
。
先
進
国
的
要
素
が

多
い
ほ
ど
、
人
口
減
少
は
少
な
い
。
Ｇ

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は
「
途
上
国
仕
様
」
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、
地
域
振
興
の
効
果
が
小

さ
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は

認
定
を
受
け
て
い
る
地
域
で
あ
り
な
が

ら
、
地
元
の
人
た
ち
に
普
及
し
て
い
な

い
場
合
が
多
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
認
知
度
が
低
い
（
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ

認
定
地
域
は
日
本
の
農
村
の
典
型
で
も

平
均
で
も
な
い
所
が
多
い
）。

発
展
の
た
め
に
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」が
必
要
だ
。
ま
た
、遺
産
の“
保
全
”

に
は
農
林
水
産
業
の
「
担
い
手
」
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
経
営
」

と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
先
進

国
モ
デ
ル
へ
の
移
行
の
際
、
検
討
す
べ

き
要
素
だ
と
思
う
。

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
は
「
シ
ス
テ
ム
の
保
全
」

で
あ
る
か
ら
（
保
護
で
は
な
い
）、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
近
代
シ
ス
テ
ム
は
優
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
も
、
検
証
さ
れ
て
い

な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
人
類
の
知
恵
の
結
晶
で

あ
り
、
長
い
歴
史
の
中
で
検
証
済
み
の

「
遺
産
」
を
保
全
し
よ
う
と
い
う
だ
け
の

こ
と
で
あ
る
。
美
学
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

あ
る
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
忌
避
し

て
は
地
域
の
発
展
は
な
い
。

先
進
国
初
の
認
定
を
受
け
た
日
本
で

あ
る
か
ら
、
生
物
多
様
性
等
の
良
い
側

面
は
生
か
し
な
が
ら
、
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
の

先
進
国
モ
デ
ル
を
模
索
し
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に

提
案
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
し

ば
ら
く
考
え
て
み
た
い
課
題
で
あ
る
。

第 13 回／石川県◦能登の里山里海世界世界 を訪ねて農業遺産

輪島市 珠洲市 穴水町 能登町 奥能登計 中能登計

1960 57,244 35,827 18,179 39,278 150,528 183,521

1970 48,220 29,224 15,488 33,138 126,070 168,744

1980 45,115 27,351 14,044 31,277 117,787 168,955

1990 40,309 23,471 12,831 28,065 104,676 162,566

2000 34,531 19,852 11,267 23,673 89,323 149,940

2010 29,858 16,300 9,735 19,565 75,458 135,960

2020 24,608 12,929 7,890 15,687 61,114 117,998

1960～2020 -57.0 -63.9 -56.6 -60.1 -59.4 -35.7

2000～2020 -28.7 -34.9 -30.0 -33.7 -31.6 -21.3

DID面積 
（㎢）

総面積 
（㎢）

DID比率 
（％）

【参考】
人口密度
（人/㎢）

人口増減率
（%）

輪島市 2.47 426 0.6 58 -28.7 

羽咋市 2.02 82 2.5 249 -20.1 

七尾市 3.43 318 1.1 158 -21.4 

奥能登 2.47 1,130 0.2 54 -31.6 

中能登 5.45 848 0.6 139 -21.3 

金沢市 69.47 469 14.8 988 1.5 

石川県 118.52 4,186 2.8 271 -4.1 

表2：能登半島の市町村別人口推移� （単位:人）

出所：国勢調査。
注：中能登は七尾市、羽咋市、志賀町、中能登町、宝達志水町の２市３町。

表3：能登半島の人口集中地区（DID）面積
出所：2020国勢調査。
注：人口集中地区（DID）
とは、人口密度が1㎢
当たり4000 人以上の
地区が、隣接した地区
との合計 5000 人以上
の地域。
能登半島は表記中の3
市以外はDID地区はな
い。


